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 36 匹の雄 C57BL / 6N マウス(6 週齢)をリナロール吸入群 12 匹、ジアゼパム注射群 12
匹、対照群 12 匹にランダムに振り分け実験を行った。実験はプラスチック製コンテナの
中にアルミ製のパンチングボードで 2 重底を作った装置の中で実施した。リナロール吸




骨アンカーねじや歯科用レジンを用いて頭蓋骨に固定し、処置前 120 分から処置後 60 分











果が得られたため、Tukey-kramer の SD 検定による群間比較を行ったが有意差は認められ
なかった。したがって鎮静効果を示すとは言えないと結論づけた。(ANOVA：p＝
















































































































 A：GABA 系は非常に重要な脳内神経伝達物質であるため、今後、GABA 系も調べていきた
い。 
 
Q：リナロール吸入の 5-HT1A 受容体に対する影響について考察しているが、5-HT1B 受容







   
本論文は、リナロール吸入による抗不安作用を実験的に確認し、PL-PFC 領域のセロトニ
ン濃度に対する影響をマイクロダイアリシス法で測定した最初の研究である。内容の斬新
さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明瞭性及び主な質疑応答の内容の結果を踏まえ、
審査員で討議の結果、本論文は学位論文に値すると評価された。 
 
